
   

 

 

令和８年度 第１回学校運営協議会が開催されました 

地域の皆様におかれましては、日頃、境西中学校の教育活動にご理解ご協力をいただきまして、ありがとうござい

ます。昨今の、子供や学校が抱える課題解決、未来を担う子供達の豊かな成長のためには、社会総掛かりでの教育の

実現が不可欠です。境西中学校運営協議会は、保護者・地域住民の代表者、学識経験のある方が任命され、学校運営

に対する当事者意識を分かち合い、一緒に協働しながら｢地域とともにある学校づくり｣を進めております。また、子

供達の豊かな成長を支えるためには、まずは地域の大人が子供達の手本にならなくてはなりません。この運営協議会

では、目標を定め、その目標に向かって進めていきたいと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  氏 名 職名等  氏 名 職名等  

清水 怜子 ＰＴＡ会長 新規 関口 堅次 元PTA会長 新規 

田島 茉莉 ＰＴＡ副会長 新規 ○小牧 幸恵 元PTA会長 継続 

池田 文彦 区長会代表 新規 栗原 利正 青少年推進委員 新規 

永井 芳穗里 民生･児童委員代表 継続 町田 修 境剛志公民館長 継続 

佐藤 佳代子 元境西中学校教諭 継続 野村 聡子 境剛志小学校長 継続 

◎中島 直人 元殖蓮第二小学校校長 継続 藤本 裕一 境西中学校長 継続 

「剛志学府」だより 

剛志地区目指す子供像：自ら考え、判断し、決定し、行動する子供 

剛志地区理想の地域像：「 自 律 」 し た 大 人 が 暮 ら す ま ち 

 

（敬称略） ◎会長 ○副会長 
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回覧 
 

 

☆目指す子供像・地域像と令和8年度境西中学校運営協議会委員です。どうぞよろしくお願いいたします！ 

 

事務局： 飯島 智隆(伊勢崎市教育委員会） 阿佐美 勝(境西中学校教頭) 内田 英明(境西中学校教務主任) 

     鴫原 章子(境西中学校事務長) 今 聡子(境西中学校校務支援員) 

          

今 聡子(境西中学校校務支援員) 

 

 

 

また、伊勢崎市では、子供達が地域の人々と交流し、社会とつながりながら学ぶことを通し、

ふるさと伊勢崎への誇りや、愛着、社会の一員としての自覚を養っていきたいと考えています。

中学校区単位に『学府制』という形をとり、剛志地区は、剛志公民館を中核にした「剛志学府

連携協議会」において、剛志小学校を含めた地域と、連携・協議を行っています。定例会を学

校運営協議会と同時開催しております。活動報告は、本紙『剛志学府だより』でお伝えいたし

ます。 

学校運営協議会は、それぞれの立場の方々で構成され

ている会です。地域の皆様からいただく、生徒や学校

に関すること、地域のこと、様々な情報をもとに、協

議会を進めていきたいと思っています。 

どうぞ、皆様の声をお聞かせ下さい！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、学校運営協議会は、年４回の定例会を予定 

しています。しかし、生徒達の成長を見守るためには、 

生徒の様子を知る機会を設けるべきだと考え、委員の 

皆様にはご都合のつく限り、授業参観や、学校行事な 

どにお越しいただいております。 先日は、「少年の 

主張伊勢崎大会」に学校代表で出場する生徒の発表を 

委員の皆様に聞いていただき、アドバイスをいただき 

ました。まだ発表練習段階の生徒にとって、改善点な 

どが分かり、ありがたいものでした。委員の皆様から 

いただいた拍手は、とても励みになったようです。 

また、今年度は夏休み中に西中職員と運営協議会委員 

との座談会を予定しています。 

 

 

 

 

学校運営協議会 
 

学校運営や必要な支援に関する協議 

（委員） 

保護者・地域住民代表、学識経験者 

 

校長 

学校運営基本方針･教育活動の提示 

（令和 8 年度境西中学校学校経営重点項目） 

・生徒と教師との信頼関係の確立 

・エージェンシー(自分と社会をより良くしようと

願う意志、原動力)を発揮する場の設定 

 →職場体験、御嶽山クリーン作戦の実施 

・小中一貫した教育の推進 

 →小･中連携会議(年３回)以外に、教職員相互の 

授業参観の実施 

・不登校生徒への取組 

  →「安心して失敗できる雰囲気」づくり 

   「できる実感(自己肯定感)」と 

「温かい関わり合い」の機会の設定 

   公民館との連携 

・小規模校としての課題 

  →異学年交流の充実(レクレーション活動) 

・効果的･効率的な学校組織の構築 

(働き方改革の推進) 

説明 

意見･承認 

協議会での結果に

関する情報提供 

情報提供 

地域・学校協働活動 

保護者・地域住民等 

情報提供 

意見 

剛志学府連携協議会より 
昨年度、公民館と学校は連携し合い、様々な活動を行

ってきました。 

（令和７年度活動報告） 

・小学生向け公民館講座に、有志の生徒が補助員とし

て参加。 

・小･中･地域と連携したフードドライブ活動 

・公民館ロビーに、小･中学生の図工美術作品の展示。 

・学校公開に合わせて、公民館サークルの作品を中学

校の食堂へ展示。作品鑑賞とともに、学校の様子を

地域の方が知ることができた。 

・美化委員による、公民館周辺の清掃活動。 

今年度も、公民館は学校と連携して、生徒達の成長や

学校の課題解決に向けて、積極的に取り組みます！ 

 

           

 

 

 

コミュニティ・スクール(学校運営協議会を設置した学校)のありかた 


